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学校経営書

向 笠 小 学 校 校 歌
根鈴　浦蔵　作詩
中島　  静 　作曲

　
１ 権現山の　朝風に
日の丸の旗　ひるがえる
清く明るい　学び舎は
歴史もふるく　ああ向笠
誠実をほこる　小学校

 
２ 東に富士の　峰あおぎ
山なみ遠く　かこまれて
高くそびえる　学び舎は
黒いひとみに　ああ向笠
希望かがやく　小学校

３ 昔をしのぶ　城のあと
はるかにのぞむ　丘の上
かわらぬ愛の　学び舎は
みんなの力で　ああ向笠
幸福きずく　  小学校
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主体的に学んでいく力がつく授業づくり 
～夢中になって 夢中に取り組み続ける子を育てる ～

学びづくり部重点目標 進んで学びに向かう力の育成 

学校教育目標 瞳を輝かせ、最後までやり遂げる子

・ この学習でどんな力がつけばいい
のか、ゴールを子どもと共有

・ 学ぶことに心が動く導入の工夫
・ 付けたい力を押さえた教材研究、
単元構想

・ 学びの課程を振り返り、次に生か
す振り返り 

子どもが夢中になって
取り組む単元構想の工夫

・ 4つの対話
・ 思考ツール等の活用
・ 子どもが子どもに話す環境づくり
・ 教師の出どころの精選
　（子どもの思考の流れを修正する
とき、板書で可視化するとき、対
話を深める場面、子どもを認める
場面など）

授業の中で子どもが主体的に
なって学びを深めるための工夫

授
業
の
土
台

何でも気軽に
話せる学級文化

自己表現力
友達の意見を
尊重する心

聴く力
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年間授業日数等

児童数

教職員一覧 県費教職員（13名）：校長・教頭・教諭・養教・事務　県費非常勤（3名）
市費教職員（  9名）：教諭・事務・用務員・調理員・支援員

勤務環境改善

１学期 ２学期 ３学期
始業日 ４月  ７日（火） ８月 27 日（木） １月  ６日（水）
終業日 ７月 22 日（水） 12 月 23 日（水） ３月 19 日（金）

授業日数 73 日 81 日 50 日
年間計 204 日　入学式 ４月7 日　修了式 ３月18 日　卒業式 ３月19 日

学級名 児　童　数 家庭数 担任氏名男子 女子 計
１年１組 ９ 13 22 13 大石　　航
２年１組 14 18 32 15 坂田　弦生
３年１組 10 11 21 14 大橋奈津江
４年１組 14 13 27 24 町田　智尋
５年１組 ９ ８ 17 17 古川　瑞波
６年１組 11 11 22 22 田中　智子

竹の子１組 ２ １ ３ ３ 寺田　　茜
竹の子２組 ２ ０ ２ １ 戸塚　貴久

合 計 71 75 146 109

県市 職　名 氏  名 担　当
1 県 校長 佐伯　泰司
2 県 教頭 宮沢　正志
3 県 教諭 戸塚　貴久 生徒指導主任、 PTA、安全指導（交通）、給食・食農
4 県 教諭 田中　智子 （高）学年団長、学府一貫教育コーディネーター、教科指導
5 県 教諭 髙栁　　光 教務主任、初任者指導
6 県 教諭 大橋奈津江（低）学年団長、教科書事務、茶の間読書
7 県 教諭 寺田　　茜 特別支援教育コーディネーター、出席簿　
8 県 教諭 大石　　航 研修主任、学びづくり部部長、情報教育、図書館教育
9 県 教諭 坂田　弦生 体育主任、安全指導（防災・防犯）
10 県 教諭 町田　智尋 特活主任、仲間づくり部部長、道徳推進教師 
11 県 教諭 古川　瑞波 情報教育（副）、図書館教育（副）
12 市 教諭 田村安花利 環境教育
13 県 養護教諭 山本　　優 保健主事、保健室経営
14 県 主事 山下奈緒子 事務主任
15 市 事務 松下　　悟 施設・設備、物品、経理
16 市 用務員 白井　幹廣 用務
17 市 副主任調理士 守谷　直美 給食室管理全般、調理業務
18 市 副主任調理士 中川智亜紀 調理業務、物品検収、給食日誌
19 市 調理員 曽根　洋美 調理業務
20 市 調理員 松下　友代 調理業務
21 市 教育支援員 鈴木　淳子 教育支援（７時間）
22 市 教育支援員 加藤　仁美 教育支援（４時間）
23 県 初任研補充 小柳津尚昌
24 県 小規模校支援 増田　博子

25 県 スクールサポート
スタッフ 荒井　　泉

CSD：今水志保 　ALT：スペンサー ディック　　図書支援員：児島知穂

　教職員自らが心身ともに健康で、人間性や創造性を高めることが、子どもたちに対して
効果的な教育活動を行うことにつながると考え、以下の取組を行う。
〇日課表を改め、教材研究及び会議の時間を確実に確保し、学級事務及び分掌事務

の効率化を図る。
〇学年団長及び分掌部長を中心に、組織的な学校運営体制を構築する。
〇業務の仕分けを行い、積極的に外部人材の参画を図る。
（プール清掃、校舎１階ワックス掛けを業者委託）
（水泳、陸上、合唱、学級づくりにおける外部指導者を招聘）




